
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

富山市立幼稚園・認定こども園用 VOL.2（9/18 号） 

新 たな感 染 症 とともに 
～幼稚園・認定こども園特別号 VOL.2～  

富山市立学校 新型コロナウイルス感染症対策検討会議より  ～保護者の皆様へ～ 

   富 山 市 学 校 保 健 研 究 協 議 会 
 

７月１７日発行の検討会議だよりで、「園内でマスクを着用しないこと」を推奨しました。 
本件についてアンケートをお願いしましたところ、２５７名の方から回答をいた

だきました。 
貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

「マスクについてのアンケート」から分かったこと 
 

 

 

 

 

 

 

 
アンケートの結果から 

Ｑ１．インフルエンザなどの流行期に、以前からマスクを着けさせていましたか？ 

・着けさせたことはなかった…４３．２％（※３歳児だけでは、５３．２％） 

・時々着けさせていた…４５．１％ 

Ｑ２．お子さんは、普段、正しくマスクを着けていると感じますか？ 

・あまりできていない、ほとんどできていない…６８．８％（※３歳児だけでは、８２．３％） 

Ｑ３．これまで園でマスクを着けさせていた理由は何ですか？ 

・子ども自身の感染を予防するため…４４．２％ 

・相手に感染させないため…３９．６％ 

Ｑ４．園でのマスクが不要となることに不安を感じますか？ 

・不安はない、あまり不安はない…４５．９％ 

・少し不安を感じる…５０．６％ 

・強い不安を感じる… ３．５％ 

Ｑ５．マスクを外すことの不安は、主にどのような理由ですか？  

・子ども自身が感染するリスクが高まるのではないかと心配だから…６５．７％ 

・感染を広げてしまうかもしれないから…３０．８％ 

 

 

 

 

およそ半数の方がマスクを外すことに不安を感じ、その不安の多くは「子ども自身が 

園内で感染することへの恐れ」から生じているものであることが読み取れます。 

一方で、約７割の方が「正しくマスクを着用できていない」と答えておられ、 

マスクの効果に疑問を感じつつ、感染を心配される保護者の皆さんの姿が 

垣間見えました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このリーフレットの内容については、必要に応じて改定することもあります。 

【事務局】富山市教育委員会 学校保健課(TEL ４４３－２１３６)  

【マスクを外すことに賛成】 

・表情が見えにくい。マスクを外してコミュニケーションがとれると嬉しい。 

・子どもが我慢を強いられる感染対策が多かった。子どもは、１日１日の影響が大人に比べて大き

いはずなので、できる限りいろいろな経験をさせてやりたい。 

・保育園で着けていないので、幼稚園だけマスクを着けても意味がない。 

・マスクをなめてしまい、着けること自体、難しいと感じていた。 

【マスクを外すことに反対】 

・ワクチンが普及するまでは、マスクを着用したほうがよいのではないか。 

・マスクをしていれば、くしゃみの飛沫は防げる。それは重要ではないか。 

・園で外すと、必要な場面で嫌がって着けなくなるのではないか。 

・子どもは重症化しなくても、高齢者へのリスクを考えると、マスクは必要ではないか。 

【その他】 

・元気な子どもがマスクを着け、「ばい菌がうつる」と言って人との距離をとることを日常としている、 

今の常識に不安を感じる。 

・降園後にスーパーに立ち寄った際に、ご年配の方からマスクを着けていないことを指摘されること

もあって、結局マスクを着けざるを得ない状況がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月に日本小児科学会は、「乳幼児のマスク着用には危険がある」「乳幼児は自ら息苦しさや

体調不良を訴えることが難しく、自分でマスクを外すことも困難である」と訴えています。８月末 

には、ＷＨＯとユニセフが、子どもたち自身の安全や能力を考慮して「５歳以下のマスク着用は 

不要」という提言をしました。 

そもそも、マスク（とくに布マスクなどの非医療用マスク）は飛沫を飛ばさないことを目的として

おり、感染を防ぐ効果は乏しいとされています。子どもを取り巻く様々なこととのバランスを考え、

園では今後も咳エチケットや手洗い、環境整備など実効的な感染対策を重視していきます。 

子どもの感染は、報道で大きく取り上げられがちです。スーパーでマスクを着けていないことを

注意されたりするのは、テレビ等の影響もあるのかもしれません。実際には、国内の１０歳未満の

感染者は全体の約２％に過ぎず、子どもは感染しづらく、重症化しにくく、感染を広げにくいことは

以前よりお伝えしているとおりです。 

日本小児科学会が９月に発表したデータでは、子どもの感染の７６％が家庭内で起きており、

ほとんどが両親や祖父母からによるものでした。一方、幼稚園・保育所で感染したのは、わずか

７％でした。まずは、私たち大人が感染しないようにすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

アンケート自由記述欄から（一部抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

園でのマスク着用を推奨しない理由 
（７月１７日発行リーフレットＶＯＬ.1 掲載） 

 

再 確 認 

①熱がこもって熱中症になりやすい 
②表情や顔色が見えにくいため、周囲が体調不良に気づきにくい 
③マスクの刺激により、かえって目鼻口を触る機会が増える 

④互いの表情が見えず、コミュニケーションへの悪影響が懸念される 

 

 

 

 


